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0・1・2 歳児の発達理解のための教材づくり
～ジグソー法によるグループワークからの学び～
小原 貴恵子　　鈴木 由美
　本研究においては，保育所および保育士養成課程における慣行に則り，0・1・2 歳児の保育を「乳児
保育」とし，乳児の発達理解における学習効果について検討した。
　方法は①乳児のおもちゃをづくりを行う。②実習において乳児とおもちゃとの関わりを観察する。
③協調学習の一つであるジグソー法を導入し，乳児とおもちゃとの関わりについてグループワークを行う。
④グループワーク後，学生が記述したワークシートを分析し，学習効果の有効性を明らかにすることで
ある。その結果，学生は 0・1・2 歳児各年齢の特性を捉えた発達に気付き理解できていることが分かった。
　おもちゃづくりを通して，ジグソー法によるグループワークは 0・1・2 歳児の発達を理解する上で有
効な学習方法であることが示唆された。
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はじめに
　厚生労働省が示した指定保育士養成施設指定基準 1）に
よると，指定保育士養成施設は，児童の保育及び児童の保
護者に対する保育に関する指導を行う専門的職業としての
保育士を養成することを目的とし，保育に関する専門的知
識及び技術を習得させるとともに，専門的知識及び技術を
支える豊かな人格識見を養うために必要な幅広く深い教養
を授ける高等専門職業教育機関としての性格を有すると述
べられている。また，教育課程の編成に当たっては，保育
に関する専門的知識及び技術を習得させるとともに，幅広
く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を涵
養するよう適切に配慮するとともに，教科目（以下「必修
科目」という。）は，必ず履修させなければならないと定
められている。保育士養成課程の必修科目である「乳児保
育」は，児童福祉施設における 3 歳未満児の保育について
学ぶ科目である。
　児童福祉法における乳児とは，0 歳児（生後 1 年未満の
児童）を示す。しかし，保育所においては 3 歳未満児（以
下「0・1・2 歳児」）のクラスを「乳児クラス」とし，3 歳
以上児を「幼児クラス」と区別していることが多い。保育
士養成課程における乳児保育も，前述のとおり 0 歳児だけ
でなく 0・1・2 歳児を対象としている。
　本研究においては，保育所および保育士養成課程にお
ける慣行に則り，0・1・2 歳児の保育を「乳児保育」とし，
必修科目「乳児保育」における学習成果について検討した。
問題と目的
　近年，高等教育においては学生が主体的に問題を発見し，
解答を見出していく能動的学習（アクティブラーニング）
や双方向の講義，演習，実験等を中心とした教育の質的転
換のための取組みが促進されている。
　アクティブラーニングとは，「学生の自らの思考を促す
能動的学習」2）と定義され，知識を構成する主体として学
習者を捉える学習を指す 3）。
　アクティブラーニングを実現する授業方法の 1 つとして
協調学習が注目されている。協調学習とは，学習科学領域
で注目されている概念であり，学習者同士が互いの学習を
助け合い，ひとりひとりの学習に対する責任を果たすこと
で，相互作用によって学習目標を達成する学びのあり方で
ある岡本 4）。小山 5）によれば， この協調学習が組み込まれ
た授業を協調学習型授業と定義している。カリキュラムの
自由度が相対的に高い社会科学分野において，協調学習型
授業の受講経験があるほど，専攻基礎習得度を高める効果
があると述べている。
　協調学習における先行研究では，益川 6）の協調的な学
習が可能なネットワークおよびコンピュータを用いた支援
システムの比較や授業実践報告，さらに杉江ら 7）のコン
ピュータを利用した協調的な学習の導入による大学の授業
の活性化，須藤・藤井 8）の教員研修を事例とした，ジグソー
法を用いた協調的な学習効果などがある。このように協調
的な学習について，支援システムや高等教育および授業や
教員研修での導入に関する研究はなされてきている。
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　認知科学で蓄積された知見を基盤とする学習科学 9）の
分野では，協調的な認知過程が個人の理解や学習を深化さ
せると考えられている。協調学習のジグソー法は，異なる
情報を待たせるメンバーで構成したグループ活動によっ
て，学習者同士の相互作用を促進し，学習者が主体的に知
識を構成する過程を支援する手法として位置づけられて
いる 10）。このような背景を踏まえ，大学の授業において
もジグソー法による活動を取り入れた実践が行われてい
る 11） 12）。
　ジグソー法は，教えあい技法とも言われている。アロン
ソン（E.Aronson）により社会的協調性や相互の尊重観の
育成を目的として開発された技法 13）であり，知識を他者
に教えられるまで深く学び理解させる技法 14）であり，学
習方法の構造上，学習活動への参加を自然に求められると
している 15）。ジグソー法 16）は，最初にいくつかの専門家
グループに分かれて教材の分担部分を検討し，次にそれら
の専門家グループから一人ずつがでてきてひとつのジグ
ソーグループを形成する。こうしたジグソーグループは，
専門家グループの数に応じて複数形成される。各ジグソー
グループにおいては，メンバー一人ひとりが専門家グルー
プで自分がやってきたことを報告し，全員が自分の分担部
分を説明して相互に質問するなどし，互いに各自の知って
いることを了解しあつた後，ジグソーグループのメンバー
が，相互に協力しあって一つのプロジェクトを行う。この
学習方法はグループメンバー同士に相互依存関係 17）をつ
くるうえで有効な学習方法であるとされている 18）。よって，
乳児期の発達を学ぶ段階の学生にとってジグソー法は，互
いの知識を了解し深化するといった，知識の適切な活用が
求められる学習分野の指導方法として有効ではないかと考
えた。
　保育士の役割は，子育てをめぐる社会状況の変化によっ
て保育需要のみならず多様な役割までもが要求されるよう
になった。産業構造の変化に伴って，地域社会や家族，子
どもを取り巻く環境も変化したといわれている。従来子育
ては，多世代家族や多様な地域社会，近隣との関係の中で，
両親（特に母親）に限られておらず拡大的・多角的になさ
れてきた。しかしながら，地域社会や近隣との関係が希薄
化し，次第に核家族化が進行するなかでこれまで培われて
きた育児が継承されづらく，親（特に母親）だけによる子
育てへと変わってきた。こうした背景に基づき，保育の専
門性を有する保育士に対して，地域の子育ての中核として
の役割を求められるようになったのである。
　さらに，2008（平成 20）年告示の保育所保育指針 19）
2009 年施行）では，子どもの発達に関する章（第二章）
を設けており，保育士等は，子どもの発達の特性や発達過
程を理解し，発達及び生活の連続性に配慮して保育しなけ
ればならない。その際，保育士等，子どもと生活や遊びを
共にする中で，一人一人の子どもの心身の状態を把握しな
がら，その発達の援助を行うことが必要である，と述べら
れている。人間は，一生涯，発達し続ける。そのなかで，
特に乳幼児期の発達は一生のうちで最も発達が著しい時期
だといわれている。保育士は，保育の専門家として地域の
子育て支援の役割を遂行する上でも乳児期の発達過程を学
び，学修することは必要不可欠と言える。
　保育士養成課程における学生の乳児保育に対する意識の
研究には菊地 20），松田 21），三好・石橋 22），小屋 23）があるが，
ジグソー法によって乳児の発達を学ぶ実践研究は見当たら
ない。
　本研究では，乳児の発達を学ぶ学習方法のひとつとして，
乳児のおもちゃづくりを教材としたジグソー法によるグ
ループワークを行うことにより，他者との連携・協同作業
の過程で乳児の発達に関する学習時間が多く求められ，よ
り深い理解に達することが可能となり学習効果は高いと考
えた。
　本研究の目的は，保育士養成課程の学生に対する振り返
りシートの結果に基づき，協調学習の一つであるジグソー
法を導入したグループワークの授業が子どもの発達理解の
習得における有効性を明らかにすることである。
方　　法
調査対象者：A 大学の 2 年生 30 名（女子）。調査は 2015
年 6 月に実施した。
　１年生の後期「乳児保育」において子どもの発達（3 歳
未満児）について学習をしており，保育実習経験後の 2
年生を対象とした。
グループ活動内容：1 年生後期の「乳児保育Ⅰ」の講義に
おいて乳児の発達について学んだあと乳児のおもちゃを
作った。同クラスの 2 年生前期の「乳児保育Ⅱ」の講義
において 1 年生の後期に自分が作った手作りおもちゃと
実習園にあるおもちゃを比較し，課題項目に記入してく
ることを実習課題とした。
実習後 1 回目の講義において，グループワークを行った。
①　ワーク 1 では実習課題のシートに基づき，自分が作っ
た同じ年齢のおもちゃの学生とグループワークを行っ
た。
②　ワーク 2 ではジグソー法によるグループワークを行っ
た。ワーク 1 でのグループメンバーを分散させ，0・1・
2 歳児の異年齢のおもちゃを作った学生同士で新たに
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グループを構成した。ここでは，ワーク 1 で話しあっ
たことを新たに構成した 0・1・2 歳児のおもちゃを作っ
たメンバーのいるグループ内で発表しあった。グルー
プメンバー構成に関しては， 筆者が学生の作った手作
りおもちゃの年齢を事前に把握し指示した。
③　ワーク 3 の問 1 では，ワーク 2 のグループ内での友達
の発表を聞いて，自分なりに 0・1・2 歳児のおもちゃ
についてまとめた。問 2 では，自分が作った手作りお
もちゃでもっと工夫すればよかった点，改善すればよ
かった点，気づいたこと等に記入させた。
本報告はワーク 3 の問 1 のみとする
手続き：実習課題シートは実習後 1 回目の講義において
　持参するように事前に伝えておいた。1 回目の講義時間
を利用し集団回収によって調査は行われた。学生がワー
ク 3 問 1 で記述した省察を分析対象とした。
　なお，本研究は聖徳大学ヒューマンスタディに関する倫
理委員会の承諾を得ている。
分析方法
①　ワーク 3 で記述されたデータを収集した。
②　データを読み込み，問 1 の 0 歳児・1 歳児・2 歳児の
おもちゃについて何が書かれているかを把握した。
③　年齢ごとにデータを切片化し，その内容を表す適切な
ラベルをつけた。
　　抜粋したデータについて，内容ごとのまとまりで区切
る切片化を行った。一文ごとに区切ることを基本にし
ながらも，データに応じてその切り取る単位を柔軟に
変化させることにした。
④　分析は，筆者と大学教員の 3 名で行った。各自が抽出
した切片を照合し，その切片のグループ編成とカテゴ
リー名の作成は 3 名で行い，信頼性と妥当性を高めた。
結　　果
　ワーク 3 の回答を求めた項目の中から，子どもの発達の
こと，おもちゃのことについて述べられている内容を広く
抽出したため，その結果にについて分類を試みた。
　切片化した各データにラベルを付けた。ラベル同士をグ
ループに分類し，カテゴリー名を付けた。0・1・2 歳児ご
とのカテゴリー別切片数と調査の全体像は Table1 に示す。
１． ワーク 3：問 1　0 歳児のおもちゃについての結果
今回の調査で得られた 111 切片を整理し，カテゴリーを
＜　＞，（　）内数字は回答数を示す。
カテゴリーでは，＜おもちゃの素材（16）＞＜おもちゃの
形状（25）＞＜おもちゃとの遊び方・関わり方（20）＞＜（安
全・衛生管理（22）＞＜保育者との関わり（13）＞＜認識
（15）＞から構成されていた。
＜おもちゃの素材（16）＞では，「やわらかい素材，口に
入れるため消毒がしやすい素材，洗える素材，プラスチッ
クや木製素材のおもちゃが置かれてあった」などの記述で
あった。
＜おもちゃの形状（25）＞では， 「握る部分があると子ど
もがつかみやすい。色彩のはっきりしたもので子どもが視
界に入りやすいもの，音のでるものが楽しむことができ
る」「五感で楽しむことができるおもちゃ」「角のない丸み
のあるもの」「はっきりとした色」「手指の発達を促すもの。
手のひら全体で握ることのできるおもちゃ」という記述で
あった。
＜おもちゃとの遊び方・関わり方（20）＞では， 「なめたり，
叩いたりしていた。乳児の視野に入るところにおき，自分
で遊べるようにおく」「なめたり，たたいたりして確認し
ている」「おもちゃの感触や音，また口に入れて確かめる
ように遊んでいる」「おもちゃを口に入れたり，投げたり
していた」「振って音を鳴らす」「手，全体で握りしめ，腕
を動かしていることが多かった」「なめたり，叩いたり音
を楽しむ」「たくさんの種類を用意することで様々な遊び
Table 1.  0・1・2 歳児のおもちゃについて 個人の記入に基づいて分類した結果
カテゴリー名 おもちゃの素材
おもちゃの
形状
おもちゃとの
遊び方・関わり方
安全衛・
衛生管理
保育者との
関わり 認識
他児との
かかわり
切片数の
合計
0歳児 16 25 20 22 13 15 0 111
1歳児 8 20 23 18 10 0 7 86
2歳児 5 23 25 7 8 0 10 78
＊数値はカテゴリーにおける切片の数を表す
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方を乳児が見つけて楽しんでいた」「なめたり，投げたり
と一つの遊びを繰り返し行っていた」という記述であった。
＜安全・衛生管理（22）＞では，「口にいれても安全なお
もちゃ」「口にいれるので大きさ，形，素材の安全なもの」「口
にいれても危なくないもの。消毒がすぐにできる」「口に
入れても誤飲できないような大きいサイズのおもちゃ」「怪
我をしないように角が丸くなっているもの」という記述で
あった。
＜保育者との関わり（13）＞では， 「触れ合いあそびやボー
ルを転がし，いないばぁ遊びをしていた」「保育者の遊び
を模倣する姿があった」「保育者は乳児の視野に入るとこ
ろにおもちゃを置いて寝返りなどを誘っていた」「保育者
が遊んで見せることが大切」「保育者は笑顔で接していた」
という記述であった。
＜認識（15）＞では，「おもちゃ本来の遊び方ではなく物
としてみる」「０歳児はおもちゃという認識がなく，もの
としての認識がある」「おもちゃというよりモノとして認
識が強い」などの記述であった。
２．ワーク 3：問 1　1 歳児のおもちゃについての結果
今回の調査で得られた 86 切片を整理し，カテゴリーを
＜　＞，（　）内数字は回答数を示す。
カテゴリーでは， ＜おもちゃの素材（8）＞＜おもちゃの
形状（20）＞＜おもちゃとの遊び方・関わり方（23）＞＜
安全・衛生管理（18）＞＜保育者との関わり（10）＞＜他
児との関わり（7）＞から構成されていた。
＜おもちゃの素材（8）＞では，「プラスチックや木製のも
のが多い」「フェルトは口に入れるとケバケバが入ってし
まうため，プラスチックや木などであった」などという記
述であった。
＜おもちゃの形状（20）＞では，「遊びが発展しやすいお
もちゃ。複雑ではなく簡単な形のおもちゃ」「自分で動か
して反応が返ってくるおもちゃが多く，ボタンなど指先の
発達に関係するおもちゃ」「動くもの，音がなって五感に
働きかけるもの」「手指も少しずつ発達してきているため，
型落としなど０歳児よりも手先を細かく使うおもちゃ」「型
おとしや四角やまるなど単純なものが良い」などという記
述があった。
＜おもちゃとの遊び方・関わり方（23）＞では，「指で触
れて変化する仕掛け絵本や組み立てたり，つなげたりでき
るブロックなどのおもちゃも好ましい」「複雑でないブロッ
クや積木で遊ぶ。ブロックはつなげたり，くっつけたりし
て自分なりに遊びを楽しめるようなもの」「何かひとつの
ものをつくり，それから達成感を得て壊し，もう一度つく
る」「おままごとやソフト積み木，型落としなどのおもちゃ
が多くあり，おままごとでは食べる真似をする」「１歳児
になると指先に力も少しずつ付いてきて，おもちゃをつな
げる，並べるなどして遊んでいた」「黙々と一人で遊ぶ姿
が多い」「おもちゃの凸凹をうまくつかんでいる」「ブロッ
ク，型おとし，ままごと，ソフト積み木等で遊ぶ。様々な
形の型落としだと難しいので正方形だけの型落としだと子
どもが自分で遊べるので良い」「自分が動かすことで何か
しら反応が返ってくるおもちゃを好む」「おもちゃを子ど
もなりに工夫し，鍋の中にりんごを入れてご飯を作った
りして子ども独自の遊びを楽しんでいる」「ミニカーなど
自分で動かし反応がかえってくるもの」などという記述で
あった。
＜安全・衛生管理（18）＞では，「消毒しやすいもの。おもちゃ
の角が丸く口に入れても安全なもの，誤飲をしないように
大きめのおもちゃになっている」「積み木は角が丸くて安
全に配慮されている。消毒しやすいおもちゃ」「口に入ら
ない大きさのもの」などという記述であった。
＜保育者との関わり（10 ＞では，「０歳児と違い保育者と
の言葉のやり取りができる」「おもちゃを保育者に渡すこ
とで言葉のやり取りを楽しんでいる」「保育者におもちゃ
を渡してやりとりを楽しむ」「やだー」「おいしい」など言
葉で保育者に伝える姿も見受けられた）などという記述で
あった。
＜他児との関わり（7）＞では， 「他児が使用しているおも
ちゃをとってしまうことが多くあった」「他児が遊ぶおも
ちゃを欲しがる」「他児と並んで遊ぶが関わらない」とい
う記述であった。
３．ワーク 3：問 1　2 歳児のおもちゃについての結果
今回の調査で得られた 78 切片を整理し，カテゴリーを
＜　＞，（　）内数字は回答数を示す。
カテゴリーでは， ＜おもちゃの素材（5）＞＜おもちゃの
形状（23）＞＜おもちゃとの遊び方・関わり方（25）＞＜
安全・衛生管理（7）＞＜保育者との関わり（8）＞＜他児
との関わり（10）＞から構成されていた。
＜おもちゃの素材（5）＞では，「投げたりする子もいるの
で，おでこにあたってもいたくない軽くて柔らかいものが
おもちゃとして望ましい」「プラスチック素材のもの」「子
どもの肌に優しいおもちゃ，フェルト，綿などが良い」と
いう記述であった。
　＜おもちゃの形状（23）＞では，「大きくて丈夫な作り
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のおもちゃで原色系のはっきりした色，指先の発達が促す
もの，子ども自身で持てる重さのもの」「指先の発達の活
かしたのもの，くみたてられるもの，自由な形でできるも
の，取り外しが簡単なマジックテープでできたもの」「子
どもの想像力が発展できるおもちゃ」「想像力が豊かにな
るような知育おもちゃ」「発想力も豊かになってくるため，
ブロック，ままごとセットなど自分たちで遊びを広げてい
くことができるおもちゃが良い」「幼児自身が想像し，考え，
形を変化させることができるおもちゃやボタンの付け外し
など幼児の発達に合わせたおもちゃ。色はカラフルで幼児
の興味を引く色合いのもの」などという記述であった。
＜おもちゃとの遊び方・関わり方（25）＞では，「自分の
好きな形がつくれるようなブロック」「音楽に合わせてか
らだを動かし，動物の模倣遊びや三輪車，ブランコ，砂場，
ブロック，車のおもちゃ，ごっこ遊びをしていた」「動か
せる車，一人遊びが多いため，おもちゃは多めに用意する」
「模倣遊びが多いので，どんなおもちゃでも見立てて遊ぶ」
「ひとり遊びができるようになり，座って遊ぶより動いて
遊ぶ。生活に見立てた遊びをし，変化を楽しんでいる。指
先の発達を促し，活かすおもちゃが多い」などという記述
であった。
＜安全・衛生管理（7）＞では，「誤飲をしないようにある
程度の大きさで洗濯できるもの」「大きさがあって丈夫な
もの。安全なものであることが大切である」という記述が
あった。
＜保育者との関わり（8）＞では，「保育者のまねをした
り，作ったものを見せて達成感をえたり，満足感を得て遊
ぶ」「ごっこ遊びなどでは自然なことばがけをして発達に
つながるようにする」「自分で組み立て保育者に見せると
いう行動が多い」「できたおもちゃは保育者に見せて満足
感を得ることもある」「保育者に褒めてもらい楽しめるこ
とができる」「保育者に見せたりしながら反応をみて楽し
む」などという記述であった。
＜他児との関わり（13）＞では，「ブロック遊びや絵本を
見たり，限られたおもちゃの中で個々に遊んだり，他児と
一緒に遊んでいた」「人数分よりも多めの種類があるおも
ちゃが多い」「一緒に遊んでいた」という記述であった。
考　　察
【0 歳児のおもちゃ】【1 歳児のおもちゃ】【2 歳児のおもちゃ】
において共通するカテゴリー＜おもちゃの素材＞＜おも
ちゃの形状＞＜おもちゃとの遊び方・関わり方＞＜安全・
衛生管理＞＜保育者との関わり＞について考察してみた。
＜おもちゃの素材＞においては，0・1 歳児ともに「柔ら
かい素材」「消毒しやすい素材」「洗える素材」「プラスチッ
クや木製素材のおもちゃが置かれていた」と示されていた。
0・1 歳児にとって好ましい素材はどのようなものなのか
を考えることができたのではないかと思われる。1 歳児に
なると口に入れる場面は少なくなるが，実習時期が 6 月初
旬の頃のため（4 月生まれの子であっても 2 歳 2 か月であ
る）口で確かめる行為が多く見られたのではないかと推測
される。プラスチックなどの素材は手作りおもちゃを作製
する上では視野にはなかったことだ。しかし，集団保育に
おいては衛生管理を考えることも大切なことのひとつで
あると気付けたのではないかと考えられる。また，2 歳児
になると「おもちゃを投げたりする子もいるので軽くて柔
らかいもの」「子どもの肌に優しい素材のもの」と示され
ていた。2 歳児になると全身を使って遊ぶようになるため，
素材選びもより安全性の高いものが必要であることに気づ
けていた。「おもちゃの素材」を通して，0・1 歳児が口に
入れて感触を確かめることが多い段階であること，2 歳児
になると身体全身を使っての遊びを好むことから，環境面
や安全性に対する考察がなされていたため，発達理解が深
まったのではないかと考えられる。
＜おもちゃの形状＞においては，0 歳児では「握る部分が
あると子どもがつかみやすい」「色彩がはっきりすると子
どもの視野に良く入る」「手指の発達を促すもの。手のひ
ら全体でにぎれるもの」等であったが，1 歳児になると「自
分で動かすと反応があるもの」「ボタンなど指先をつかう
もの」「単純な形の型落とし。考えて遊べるもの」と変化し，
2 歳児なると「大きくて丈夫なもの」「自分で持ち運びで
きるもの」「想像力が発展できるおもちゃ」「発想力が広げ
られるおもちゃ」「形が変化するおもちゃ」と子ども自身
で想像し，考えて遊べるおもちゃが必要であることが示さ
れていた。おもちゃの形状を比較する上でも子どもの興味
関心が年齢によって変化していくことに気づくことができ
ており，手の発達や感覚器官，認知面の発達の違いについ
て学べたのではないかと推測した。
＜おもちゃとの遊び方・関わり方＞においては，0 歳児で
は「なめたり，たたいたりして確認している」「口にいれ
て確かめるように遊んでいた」「叩いた音を楽しむ」とい
う遊び方が 1 歳児になると「指で触れて変化する仕掛け絵
本や組み立てたり，つなげたりできるブロックで遊んでい
た」「自分が動かすことで反応のあるおもちゃを好み，何
度も繰り返し遊ぶ」となり，2 歳児なると「音楽に合わせ
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てからだを動かす」「一人でじっくり遊べるおもちゃ」「見
立て遊びし，変化を楽しんでいる」と示されていた。子ど
もの遊び方は，まずは口での試し遊びから始まり，手を使っ
て遊ぶようになり，からだの成長とともにからだ全体を使
いおもちゃで遊んでいる。成長における遊びの変化を捉え
ることができていたのではないかと考えられる。
＜安全・衛生管理＞においては，0・1・2 歳児ともに「口
にいれても安全なおもちゃが多い」「口にいれるので大き
さ，形，素材の安全なもの」「口にいれても危なくないも
ので，消毒がすぐにできる」「消毒しやすいもの。おもちゃ
の角が丸く口に入れても安全なもの，誤飲をしないように
大きめのおもちゃになっている」「誤飲をしないようにあ
る程度の大きさで洗濯できるもの」と示された内容が多
かった。乳児期においては特に危険防止対策がしっかりな
されたおもちゃを準備する必要があるという気付きから，
乳児が危険を察知する力や危険を予測する力が未熟なこと
が分かったのではないかと考えられる。
＜保育者との関わり＞においては，0 歳児では「触れ合い
遊びやボールを転がし，いないばぁ遊びをしていた」「保
育者の遊びを模倣する姿があった」「保育者は乳児の視野
に入るところにおもちゃを置いて寝返りなどを誘ってい
た」等で，1 歳児になると「０歳児と違い保育者との言葉
のやり取りができる」「おもちゃを保育者に渡すことで言
葉のやり取りを楽しんでいる」「保育者におもちゃを渡し
てやりとりを楽しむ」「やだー」「おいしい」など言葉で保
育者に伝える姿も見受けられた」等の記述からも保育者と
『ことば』という手段で関わる姿が多くみられる。2 歳児
になると「保育者のまねをしたり，作ったものを見せて達
成感を得たり，満足感を得て遊ぶ」「保育者に褒めてもら
い楽しめることができる」「保育者に見せたりしながら反
応をみて楽しむ」と記述からも保育者が子どもの遊びを見
守りながら子どもがやりたいと思ったときに，すぐにでき
る環境を準備し，子どもの喜びが味わえる存在として関わ
ることの必要性が示されていた。保育者との関わりを通し
て，0 歳児の時点から人との関わりの中で情緒面，言語面，
認知面が育っていくことが理解できたと同時に保育者とし
ての関わり方の重要性に気付くことができたのではないか
と考えられる。
【0・1・2 歳児における特性あるカテゴリー】
0 歳児においては＜認識＞ 1・2 歳児においては＜他児と
の関わり＞カテゴリーが示された。
　0 歳児の＜認識＞では「おもちゃ本来の遊び方ではなく
物としてみる」「０歳児はおもちゃという認識がなく，物
としての認識がある」という記述であった。
子どもは生後 2 ～ 3 ヶ月のころから見たものを掴もうとす
る姿が現れ，4 ～ 5 ヶ月になるとおもちゃや身の回りの物
を引っ張ったり，蹴ったりして，その状態を観察している。
0 歳児特有の行動である。それが 1 歳児になると積み木を
重ねたり，壊したりなど，意図的に物を用いて遊ぶ。
　1 歳児の＜他児との関わり＞カテゴリーの記述には「他
児が使用しているおもちゃをとってしまうことが多くあっ
た」「他児が遊ぶおもちゃを欲しがる」「他児と並んで遊ぶ
が関わらない」と示されており，物を用いるようになった
ことでの物への関心が高まり，他児が持つ物＝おもちゃを
通して他児との関わりが生まれてきていた。
　2 歳児の＜他児との関わり＞カテゴリーの記述には「ブ
ロック遊びや絵本を見たり，限られたおもちゃの中で個々
に遊んだり，他児と一緒に遊んでいた」「人数分よりも多
めの種類があるおもちゃが多い」「一緒に遊んでいた」と
示されていた。2 歳児なるとおもちゃを通して他児との関
わることへ発展していた。
1・2 歳児になるとおもちゃでの遊びを通して，他児との
関わりを高める働きがあることが理解できたのではないか
と考えられる。
　0 歳児にとってのおもちゃは自分から働きかける物であ
り，1・2 歳児にとってのおもちゃは遊びの発展，人との
関わりを広げる働きがあることに気付けていた。すなわち，
ジグソー法によるグループワークを行ったことで，おも
ちゃ本来の役割（機能）が年齢によって異なることに気づ
くことができたと考えられる。
結　　語
　本研究は，乳児の発達を学ぶ学習方法のひとつとして，
おもちゃづくりを教材としたジグソー法によるグループ
ワークを試みた。乳児がおもちゃと関わる姿を観察し，自
分なりの理解状況を内省することで，新たな疑問をもつこ
とに繋がっていた。同時に他のメンバーから異年齢のおも
ちゃに関わる姿を聞くことで，自分が担当した年齢との関
連を考察することにもつながり，各年齢の発達の違いにつ
いての理解を深めていくことにも気が付くことができたの
ではないかと示唆された。
　乳児との触れ合う経験が少ない学生ゆえに，ジグソー法
によるグループワークは，知り得た知識を他者との連携・
協同作業における話し合いを行うことにより，乳児の発達
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についてより深い理解に達する一助となるのではないかと
考えられる。
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